



































































































































































　平成 30（2018）年 4月 7日の三陸新報は、「新規学卒者に記念品」との見出しで、市内古町出身
と、南三陸町出身の二人を紹介していた。この記事では震災後、新規学卒船員は 100人を超えたと
報じていた。
　平成 10（1998）年代からの深刻な船員不足では、遂に外国人船員の半分以上の混乗で操業を続け
ていて、歴史と伝統ある遠洋漁業の将来に不安の影をおとしていた。そうしたとき、大島中学校生
徒の固い決心は、漁船漁業の発展に明るい希望を与えるものとなっている。
　私どもの短い期間でまとめた大島の遠洋漁業の歴史の小論が、多くの人々に読まれ、若い人たち
が一人でも多く伝統継承の志を振起することに、役立つことを念じているものである。
8．今でも続く出船参詣
　遠洋漁業における漁撈習俗と信仰の問題については、本報告書の中の小野寺佑紀院生の論文で詳
細に検証されている。特に注目すべきは、年間 10回以上にも及ぶ参詣経費が、漁船経営の必要経
費とされていたことである。安全航海も大漁も神仏の加護のお陰と、経営者も船員もその家族も一
体となって信仰行事を行っていたのである。
　昔から漁船漁業は「板子 1枚下は地獄」と言われたように、常に危険を伴う仕事であった。その
ため漁船員は勿論その家族も、常に身を正して神仏に加護を祈念していた。現在は船体も装備も格
段に進歩し航海、操業に不安はなくなっているが、それでも船内にお船霊を祀り、出船参詣を欠か
さないのである。浦の浜にある「水天宮さま」は、社殿もなく小さな祠が 2つあるだけのお宮であ
るが、昔から船の参詣人の多く参拝する神さまであった。今でも月に 2、3組の参詣のグループが
見られるようである。
　戦後、船頭船元制度がなくなり、神参詣の回数も減ってきたが、それでも今も大島神社から小さ
な祠の「水天宮さま」などへ漁船員と、その家族ら出船参詣に訪れる人が絶えない。和船時代の漁
撈習俗は消滅したものも多いが、神仏への信仰は今でも継承されているのである。
